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助なたの水どの声に勝 ジ彼坦に、ひヵ`性… ・.
ノ今々 は何の七りしに行こうか均険封した保 皆さんに対
して議 めいさつ。びの上達等家を目的に集新颯社の

り
｀
ンイス・レ́ 二)ク」峙 ―ク珍

しかし、そこでなにをか
′

あわ向けに寝そべりためんなりヽァーJ IIEIつんし レ`ιなリ
励ンーJげつぶやあくびの連

句カゾ権 町わ れ怖 て

うい士距童のよう4膨〃″口の」

そこで糀 わく、人闘はスト
下のたりを十時に口まヮている。それるκ じ、ゆろめる
ことが切 でにれなためよ あぐば、ォ、排泄物としてム

すことて本来の燃 宅して自分のォん場 しいク.
もとも|アしは島に者を条じたものなので、あくびのような
蒻し`ひ てセている力喘嘲しo■なのス蝿
なろはじじ支孝的な輸 説ヵヽしな 許η自身は電0
フし、経験上の力説でとて切鑢露蘇々 行眈次場でした。
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